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Ⅴ．意識・行動分析 

１．意識・行動分析にあたって 

意識について設問した問１および行動について設問した問２を用いて、得られた結果を点数化す

ることで、意識と行動の差の分析を行う。なお、前回調査結果との比較にあたっては、同じ基準で

の指標とするため今回調査の算出方法に合わせて算出し直した。そのため、前回調査報告書「Ⅰ．

３．意識・行動分析」の調査結果とは数値は一致しない。 

 

２．点数化の方法 

(1)各設問ごとに次のとおり点数化する。 

問１ (1)～(4)   

「とてもそう思う」 ····················· ４点 

「少しそう思う」 ······················· ３点 

「あまりそうは思わない」 ··············· ２点 

「まったくそうは思わない」 ············· １点 

問２ (1)～(4) 

「よく当てはまる」 ····················· １点 

「少し当てはまる」 ····················· ２点 

「あまり当てはまらない」 ··············· ３点 

「まったく当てはまらない」 ············· ４点 

(2)設問（問１および問２）ごとに点数を合計する。ただし、設問の中で「無回答、無効回答」

を含む回答をした回答者は母数から除くものとした。 
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